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※概要（Summary ）： 

過マンガン酸イオンの電気化学還元により層状マ

ンガン酸化物を作製し，さらに，カーボンナノチュー

ブとの複合化を試みた。作製したマンガン酸化物

/CNT 複合体は，キャパシタあるいは可視領域光電変

換材料としての応用を目ざす。 

 

※実験（Experimental）： 

走査型電子顕微鏡（共用設備）により，CNT のみ

を被覆した電極の表面，ならびに CNT 上でマンガン

酸化物を電気化学析出させた表面の観察を行った。

CNTは電気泳動法により ITO基板上に析出させた。

また，マンガン酸化物は過マンガン酸カリウム水溶液

中に CNT/ITO電極を浸漬し，陰分極することにより

合成した。 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

図１上図は，泳動電着した CNTの SEM写真（マ

ンガン酸化物析出前）である。直径の揃った CNT が

析出していることが分かる。図１下図は，マンガン酸

化物電析後の写真である。マンガン酸化物の独立した

形態は見られず，CNT 上に微粒子が析出している。

このことより，CNT－コア/マンガン酸化物－シェル

からなる複合体が形成されたことが明らかになった。 

 

※その他・特記事項（Others）： 

上記結果を詳細に検討し，論文を作成し，国際学術

誌に投稿する。 
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図１ CNT(上図)、およびマンガン酸化物/CNT 複合体

(下図)の SEM写真 
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